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イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
炎

の
リ
カ
バ
リ
ー
を
学
ぶ

多
様
性
社
会
へ
行
動
を

相
田
氏　

社
会
的
決
定
要
因
へ
の
対
策
訴
え

オ
ン
ラ
イ
ン

資 

格 

確 

認 

義
務
化
・
保
険
証
廃
止
な
ど
で
発
言

歯
科
健
康
格
差
の
解
消
へ

反
対
世
論
高
め
撤
回
運
動
を

　

診
療
報
酬
の
改
善
運
動
や
歯
科
医
療
改
革
提
言

の
策
定
を
議
論
す
る
保
団
連
第
17
回
歯
科
全
国
交

流
集
会
が
10
月
30
日
に
東
京
都
内
で
開
か
れ
た
。

ウ
ェ
ブ
と
あ
わ
せ
て
全
国
か
ら
１
０
６
人
が
参
加

し
、
歯
科
医
療
充
実
へ
「
患
者
・
国
民
と
手
を
携

え
な
が
ら
、
要
求
実
現
の
た
め
に
全
力
を
挙
げ

る
」
と
し
た
決
議
を
採
択
し
た
。

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
は
10

月
23
日
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
教
授
の
相
田
潤

氏
を
講
師
に
市
民
講
座
「
世
界
が
認
め
た
歯
の

大
切
さ
〜
日
本
人
の
歯
と
口
の
現
実
」
を
開

き
、
会
場
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
合
わ
せ
て
74
人
以
上
が
参

加
し
た
。

血圧計、心電計、パルスオキシメータ、BISモニタ、カプノメーター、
RRaが装着されて、その値がモニタ上に集約されている。

保険でよい歯科医療を
大阪連絡会総会記念講演

保団連歯科全国交流集会

堺・高石
・和泉地区

安全で快適な歯科治療
－静脈内鎮静法の応用－歯学研究が開く ⑱歯科のの未来

大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科

歯
科
麻
酔
学
教
室

教　

授　

丹
羽　

均

　

歯
科
治
療
が
好
き
で
た
ま
ら
な

い
人
は
、
ま
ず
い
な
い
で
し
ょ

う
。
多
か
れ
少
な
か
れ
歯
科
治
療

は
我
慢
の
対
象
で
す
。
処
置
に
伴

う
痛
み
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
歯

を
削
る
時
の
振
動
や
音
、
あ
る
い

は
臭
い
や
味
が
嫌
い
な
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
長
時
間
の
開

口
に
耐
え
ら
れ
な
い
人
、
絞
扼
反

射
の
強
い
人
も
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ス
ト
レ
ス
を
抑
え
、

歯
科
治
療
を
快
適
に
受
け
て
い
た

だ
く
た
め
の
方
法
が
幾
つ
か
考
案

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
静

脈
内
鎮
静
法
で
す
。
静
脈
内
鎮
静

法
で
は
、
静
脈
路
を
確
保
し
、
そ

こ
か
ら
鎮
静
薬
を
少
し
ず
つ
投
与

し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
を
得

る
方
法
で
、
最
近
で
は
、
内
視
鏡

の
処
置
で
も
頻
用
さ
れ
て
い
ま

す
。重

要
な
の
は

鎮
静
状
態
の
把
握

　

静
脈
内
鎮
静
法
で
は
、
鎮
静
薬

の
投
与
量
を
調
節
す
る
こ
と
に
よ

り
、
な
ん
と
な
く
落
ち
着
い
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
か
ら
、
意
識

が
な
く
な
り
眠
っ
て
し
ま
う
状
態

（
深
鎮
静
）
ま
で
作
り
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
歯
科
治
療
中
の
記

憶
を
な
く
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

近
年
、
調
節
性
の
良
い
鎮
静
薬
が

登
場
し
、
静
脈
内
鎮
静
法
の
質
が

飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

静
脈
内
鎮
静
法
の
管
理
に
お
い

て
、
一
番
重
要
な
の
は
、
鎮
静
状

態
の
把
握
で
す
。
鎮
静
状
態
が
深

く
な
り
す
ぎ
る
と
、
呼
吸
に
影
響

し
、
気
道
閉
塞
や
呼
吸
抑
制
に
陥

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
歯
科

治
療
中
は
、
治
療
に
適
し
た
頭

位
、
切
削
時
の
注
水
、
開
口
な
ど

が
気
道
管
理
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。簡

便
で
信
頼
性
の

高
い
指
標

　

歯
科
麻
酔
科
医
は
、
多
く
の
モ

ニ
タ
を
用
い
て
鎮
静
深
度
を
把
握

し
ま
す
。
血
圧
や
心
電
図
、
パ
ル

ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
モ
ニ
タ
と
い
っ
て

脳
波
を
解
析
し
、
鎮
静
度
を
評
価

し
た
り
、
カ
プ
ノ
メ
ー
タ
ー
を
用

い
換
気
の
状
態
も
把
握
し
ま
す
。

上
気
道
閉
塞
に
伴
う
い
び
き
の
音

を
検
知
す
る
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

呼
吸
数
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置
（
Ｒ

Ｒ
ａ
）
も
あ
り
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
血

圧
・
心
拍
変
動
解
析
を

行
い
、
自
律
神
経
の
交

感
／
副
交
感
神
経
の
バ

ラ
ン
ス
を
確
か
め
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

　

こ
れ
ら
多
く
の
モ
ニ

タ
か
ら
得
ら
れ
る
情
報

を
ど
の
よ
う
に
統
合
す

れ
ば
、
簡
便
で
よ
り
信

頼
性
の
高
い
指
標
と
な

る
か
を
研
究
し
、
歯
科

治
療
に
お
け
る
安
全
で

快
適
な
静
脈
内
鎮
静
法

の
応
用
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

静脈内鎮静法時の各種モニタ（イメージ）

　

相
田
氏
は
、
２
０
２
１
年

５
月
の
第
74
回
Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界

保
健
総
会
で
口
腔
保
健
に
関

す
る
歴
史
的
な
決
議
が
承
認

さ
れ
、
よ
り
良
い
口
腔
保
健

を
達
成
す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
た
と
紹
介
し
た
。
日
本
で

は
約
４
０
０
０
万
人
が
未
処

置
の
む
し
歯
を
有
し

て
い
る
と
の
デ
ー
タ

を
示
し
、
年
齢
の
上

昇
や
健
康
格
差
が
拡

大
す
る
に
つ
れ
て
む

し
歯
が
多
く
な
っ
て

い
る
と
説
明
。「
口
腔
の
健

康
・
機
能
状
態
の
悪
化
は
全

身
の
健
康
へ
影
響
す
る
た

め
、
歯
の
喪
失
を
減
ら
す
た

め
の
対
策
が
重
要
と
な
る
」

と
強
調
し
た
。

　

相
田
氏
は
、
労
働
・
生
活

状
態
な
ど
社
会
的
な
状
況
の

差
で
健
康
格
差
が
生
ま
れ
る

「
健
康
の
社
会
的
決
定
要

因
」
に
つ
い
て
解
説
。
特
に

貧
困
層
で
は
健
康
教
育
な
ど

の
介
入
だ
け
で
は
改
善
が
難

し
い
と
述
べ
た
。
そ
の
上

で
、
む
し
歯
を
抑
制
し
て
健

康
格
差
を
少
な
く
し
た
小
学

校
の
フ
ッ
化
物
洗
口
の
取
り

組
み
や
、
海
外
の
水
道
水
へ

の
フ
ッ
化
物
添
加
事
例
な
ど

を
紹
介
。「
健
康
保
健
政
策

な
ど
を
通
じ
て
社
会
的
決
定

要
因
へ
の
働
き
か
け
が
必
要

と
な
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

最
後
に
相
田
氏
は
、
「
む

し
歯
予
防
を
家
庭
の
責
任
だ

け
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
国

民
皆
保
険
制
度
の
下
、
誰
も

が
受
診
で
き
る
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
た
。

　

市
民
講
座
の
前
に
は
第
13

回
総
会
が
開
か
れ
、
世
話
人

の
平
野
権
栄
氏
が
取
り
組
み

を
報
告
し
、
今
後
の
活
動
方

針
を
提
案
し
た
。
▽
「
保
険

で
よ
い
歯
科
医
療
の
実
現
を

求
め
る
」
意
見
書
な
ど
の
採

択
を
求
め
る
要
請
行
動
に
取

り
組
む
こ
と
▽
歯
科
医
療
機

関
・
歯
科
技
工
所
へ
の
財
政

措
置
の
要
請
―
―
な
ど
が
提

案
さ
れ
、
拍
手
で
承
認
さ
れ

た
。

の
深
さ
、
排
膿
の
有
無
、
エ

ッ
ク
ス
線
所
見
、
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
の
動
揺
で
診
断
で
き

る
」
と
説
明
。
「
軟
組
織
の

炎
症
（
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

20
日
、
地
区
臨
床
講
習
会
を

堺
市
内
で
開
い
た
。「
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
周
囲
炎
の
リ
カ
バ

リ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
中
島
康

氏
（
高
石
市
開
業
）
が
講
演

し
、
14
人
が
参
加
し
た
。

　

中
島
氏
は
、
「
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
周
囲
炎
は
、
プ
ロ
ー
ビ

ン
グ
時
の
出
血
、
ポ
ケ
ッ
ト

粘
膜
炎
）
は
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
と
正

し
い
歯
磨
き
で
治
療
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
進

行
し
た
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲

炎
は
非
外
科
で
骨
吸
収
を
食

い
止
め
ら
れ
る
か
不
明
で
あ

り
、
外
科
に
よ
っ
て
徹
底
し

て
汚
染
物
質
を
除
去
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
解
説
し
た
。

歯初診研修会開く

女医の会
10
・
２
学
習
交
流
会
に
参
加
し
て

映
画
か
ら
読
み
解
き
な
が

ら
、
現
代
社
会
に
通
じ
る
構

造
的
問
題
を
提
起
し
た
。

　

現
在
、
意
思
決
定
に
お
い

て
多
様
な
意
見
の
尊
重
が
重

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
で
、
真
に
法
の
下
の
平

等
を
実
現
し
て
い
く
に
は
、

ま
だ
ま
だ
当
事
者
（
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
側
）
が
声
を
挙
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実
も

あ
る
。

　

医
療
界
に
お
い
て
「
医
学

部
入
試
差
別
問
題
」
は
氷
山

の
一
角
で
あ
る
が
、
大
き
な

一
歩
で
あ
っ
た
と
思
う
。
多

様
性
を
認
め
る
社
会
の
実
現

は
、
多
く
の
人
が
気
づ
き
、

行
動
す
る
こ
と
で
得
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
と
い
う
思
い

を
強
く
し
た
。

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
▽
提

言
案
の
説
明
会
・
意
見
交
換

会
の
開
催
―
―
な
ど
を
求
め

た
。

　

「
総
枠
拡
大
」
の
運
動
推

進
で
は
、
戸
井
氏
が
75
歳
以

上
の
窓
口
負
担
２
倍
化
問
題

に
つ
い
て
文
書
発
言
。
物
価

高
騰
や
年
金
の
引
き
下
げ
で

高
齢
者
の
生
活
状
況
が
悪
化

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

「
受
診
中
断
や
受
診
控
え
が

起
こ
る
」
と
強
調
。
来
年
か

ら
始
ま
る
保
険
で
良
い
歯
科

署
名
を
広
げ
、「
お
金
の
心

配
を
せ
ず
、
い
つ
で
も
誰
で

も
ど
こ
で
も
安
心
し
て
歯
科

治
療
が
受
け
ら
れ
る
社
会
を

実
現
さ
せ
た
い
」
と
訴
え

た
。

人
情
報
が
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン

グ
に
利
用
さ
れ
る
異
次
元
の

危
険
性
を
指
摘
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
そ
の
も
の
へ
の
反

対
世
論
を
高
め
る
な
か
で
、

両
問
題
の
撤
回
運
動
を
進
め

よ
う
と
訴
え
た
。

　

歯
科
医
療
改
革
提
言
案
に

対
す
る
討
論
で
は
、
江
原
氏

が
文
書
発
言
で
「
歯
科
医
療

費
総
枠
拡
大
を
め
ざ
す
提
言

の
趣
旨
に
賛
同
す
る
」
と
表

明
。
そ
の
上
で
、
金
パ
ラ
や

歯
科
技
工
問
題
な
ど
の
政
策

課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
。
会
員
の
声
を
提
言

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
▽

政
策
課
題
ご
と
の
提
言
策
定

検
討
委
員
会
（
仮
称
）
の
設

置
▽
会
員
を
対
象
に
し
た
ア

　

大
阪
歯
科
か
ら
は
小
澤
力

理
事
長
、
戸
井
逸
美
・
平
尾

清
司
両
副
理
事
長
、
江
原
豊

理
事
が
出
席
。
玉
川
尚
美
理

事
が
集
会
の
司
会
を
務
め

た
。

　

基
調
提
案
「
歯
科
医
療
を

取
り
巻
く
状
況
」
に
つ
い
て

の
討
論
で
は
、
平
尾
氏
が
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
原
則

義
務
化
問
題
と
健
康
保
険
証

の
廃
止
問
題
に
つ
い
て
発
言

し
た
（
写
真
）
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
保
険
証
の

一
本
化
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
個

　

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の

会
は
10
月
２
日
に
学
習
交
流

会
「
福
祉
・
医
療
か
ら
考
え

る
女
性
と
憲
法
」
を
開
い

た
。
講
師
は
、
憲
法
学
者
の

志
田
陽
子
氏
（
武
蔵
野
美
術

大
学
造
形
学
部
教
授
）
が
務

め
た
。
同
会
の
玉
川
尚
美
世

話
人
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

◇

　

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
対
す

る
バ
イ
ア
ス
は
社
会
に
根
強

く
存
在
し
、
時
代
を
経
て
な

お
再
生
産
さ
れ
て
い
る
。
講

演
で
志
田
氏
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

や
人
種
、
多
様
性
の
問
題
を

健
康
格
差
と
歯
科
医
療

の
重
要
性
に
つ
い
て
学

ん
だ
市
民
講
座
＝
10
月

23
日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

　社保研究部は10月22日、「歯科

初診料注１の施設基準に係る研修

会」（歯初診）をＭ＆Ｄホールで

開いた。金城瞬社保研究部員を講

師に76人が参加した（写真）。

　金城氏は『絵で見る色でわかる

歯科の院内感染防止対策』をテキ

ストに、院内感染防止対策に係る

標準予防策および新興感染症への

対策について解説した。

世話人・玉川尚美

相田氏の講演

をYouTubeで

公開中


